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物流不動産ビジネスの現状と動向も網羅！  
 近年、さまざまな企業において物流の重要性が高まってきている

が、本書では百問百答のかたちをとり、物流についての知識を基本か

ら日々の実務、企業戦略の立場などから多角的かつ多岐に 

わたって解説している。実際に筆者がよく出くわす質問や多くの方

が疑問に思っている物流に関する基本事項についてくわしく、かつ

わかりやすく説明している。  
  本書の構成を説明すると、１００問１００答の形式で、全体が１０編に分かれ、第１編「物流の

基本編」、第２編「物流業界編」、第３編「物流戦略編」、第４編「物流改善編」、第５編「物流

コスト削減編」、第６編「SCM理論と物流情報システム編」、第７編「環境と物流編」、第８編
「社会環境の変化と物流編」、第９編「物流ビジネス企業編」第１０編「物流実務編」となってい

る。物流不動産についても第２編「物流業界編」や第９編「物流ビジネス企業編」で最新の動向が

取り上げられている。なおどこからでも読み始められる構成となっているので一読されたあと本書

を実務の現場に置き、疑問が生じるたびに辞書的に活用することもできる。  


